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３．大規模施設園芸及び植物工場の施設数 
３．１．施設数の推移 

 

実態調査の一環として、高度な環境制御を行う植物工場・大規模施設園芸の施設数を整理

した。本調査の対象は、生産物の販売を目的として運営している事業者とし、 研究開発や展

示のみを目的とした施設、自家消費用の植物（苗を含む）を生産している施設は対象として

いない。また、太陽光型は、施設面積が概ね 1ha 以上で養液栽培装置を有する大規模施設を

対象とした。 

なお、施設数は平成 21年 3月時点から集計しているが、太陽光型は必ずしも網羅的に把握

できていない可能性があり、また平成 28年度調査から、施設面積が概ね 1ha 以上で養液栽培

装置を有する施設に限定した。そのため、施設の規模などが確認できない施設は、リストに

掲載しないこととしたため、参考値としている。 

情報源は、各種新聞やニュースリリース、一般社団法人日本施設園芸協会が持つ情報をも

とにしている。また、実態調査の回答者以外についても、原則として令和 3 年 2 月時点での

施設整備、操業状況を把握できた範囲で整理した。 

これによると、太陽光型は 170箇所、人工光型は 187 箇所、太陽光・人工光併用型は 33箇

所であった。昨年度と比較して、太陽光型は 3件が事業停止等で減少し、9件の増加、併用型

は 2 件の事業停止等での減少、人工光型は 5 件の事業停止等での減少と同数の新規増加によ

るものである。 

 

図表 51 施設数の推移 

調査時期 太陽光型 
太陽光 

人工光併用型 
人工光型 

令和 3年 2月時点 170箇所※1 33箇所 187 箇所 

令和 2年 2月時点 164箇所※1 35箇所 187 箇所 

平成 31年 2月時点 160箇所※1 30箇所 202 箇所※2 

平成 30年 2月時点 158箇所※1 32箇所 183 箇所 

平成 29年 2月時点 126箇所※1 31箇所 197 箇所 

平成 28年 2月時点 79箇所※1 36箇所 191 箇所 

平成 27年 3月時点 195箇所  33箇所 185 箇所 

平成 26年 3月時点 185箇所  33箇所 165 箇所 

平成 25年 3月時点 151箇所 28箇所 125 箇所 

平成 24年 3月時点 83箇所 21箇所 106 箇所 

※1 平成 27 年度以降の「太陽光型」は、施設面積が概ね 1ha 以上で養液栽培装置を有する施設（大

規模施設園芸）に限る。 

※2 平成 31 年度の「人工光型」は、研究開発や展示目的等のものも含まれていた可能性がある。  
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３．２．大規模施設園芸及び植物工場の一覧 
 

◆太陽光型植物工場（大規模施設園芸：概ね 1ha 以上の養液栽培施設） 

No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

1 北海道 株式会社Ｊファーム 札幌工場 

2 北海道 株式会社Ｊファーム 苫小牧工場 

3 北海道 株式会社アド・ワン・ファーム 丘珠農場 

4 北海道 株式会社アド・ワン・ファーム 豊浦農場 

5 北海道 株式会社東神楽温室園芸   

6 北海道 株式会社寅福 本社農場 

7 青森県 環境緑花工業株式会社 植物工場 

8 岩手県 株式会社いわて銀河農園   

9 宮城県 マキシマファーム株式会社   

10 宮城県 株式会社 GRA    

11 宮城県 株式会社アグリ・パレット   

12 宮城県 株式会社イグナルファーム大郷   

13 宮城県 株式会社サンフレッシュ小泉農園   

14 宮城県 株式会社スマイルファーム石巻 A 棟 

15 宮城県 株式会社スマイルファーム石巻 C 棟 

16 宮城県 株式会社スマイルファーム石巻 B 棟 

17 宮城県 株式会社スマイルファーム石巻 D 棟 

18 宮城県 株式会社デ・リーフデ北上   

19 宮城県 株式会社ベジ・ドリーム栗原 第 3 農場 

20 宮城県 株式会社ベジ・ドリーム栗原 第 2 農場 

21 宮城県 株式会社みちさき   

22 宮城県 株式会社一苺一笑   

23 宮城県 株式会社未来彩園   

24 宮城県 山元いちご農園株式会社 鉄骨ハウス 

25 宮城県 南三陸復興組合「華」   

26 宮城県 有限会社サンアグリしわひめ   

27 宮城県 有限会社サンフレッシュ七ツ森   

28 宮城県 有限会社サンフレッシュ松島   

29 山形県 株式会社平洲農園   

30 山形県 有限会社オキツローズナーセリー   

31 福島県 あかい菜園株式会社 あかい菜園 一の町温室 

32 福島県 いわき小名浜菜園株式会社   

33 福島県 一般社団法人あすびと福島   

34 福島県 株式会社 JR とまとランドいわきファーム   

35 福島県 株式会社ひばり菜園   

36 福島県 株式会社新地アグリグリーン   

37 福島県 南相馬復興アグリ株式会社 南相馬トマト菜園 

38 福島県 有限会社とまとランドいわき   

39 茨城県 アグリグリーン株式会社   

40 茨城県 株式会社Ｔｅｄｙ   

41 茨城県 株式会社オスミックアグリ茨城   

42 茨城県 株式会社サニークラブ   
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

43 茨城県 株式会社つくば菜園   

44 茨城県 株式会社プランタールファーム   

45 茨城県 株式会社一農   

46 茨城県 株式会社美浦ハイテクファーム   

47 茨城県 株式会社北茨城ファーム   

48 茨城県 有限会社美野里菜園   

49 栃木県 サンファーム・オオヤマ有限会社   

50 栃木県 株式会社スズテック   

51 栃木県 株式会社トマトパーク   

52 栃木県 株式会社小林菜園   

53 栃木県 有限会社グリーンステージ大平   

54 群馬県 有限会社クリーンファーム青柳   

55 群馬県 有限会社ファームクラブ   

56 群馬県 有限会社多々良フレッシュファーム   

57 埼玉県 イオンアグリ創造株式会社 イオン埼玉久喜農場 

58 埼玉県 越谷市役所 農業技術センター 越谷いちごタウン 

59 千葉県 株式会社オスミックアグリ千葉   

60 千葉県 株式会社君津とまとガーデン   

61 千葉県 株式会社山田みどり菜園   

62 千葉県 株式会社大林組 オーク香取ファーム 

63 千葉県 株式会社綿貫園芸   

64 千葉県 株式会社葉っぱや   

65 千葉県 農事組合法人べジワン旭   

66 千葉県 農事組合法人長生フロンティアファーム   

67 千葉県 有限会社さかき   

68 千葉県 和郷さかきファーム株式会社   

69 神奈川県 株式会社 永田農園   

70 神奈川県 株式会社はだのふぁーむ はだのふぁーむ藤沢農場 

71 神奈川県 株式会社井出トマト農園   

72 福井県 株式会社苗屋   

73 福井県 株式会社福井和郷 太陽光利用型トマトハウス 

74 山梨県 株式会社 NSD 八ヶ岳ファーム   

75 山梨県 株式会社アグリサイト   

76 山梨県 株式会社オリエンタルランド 北杜農園 

77 山梨県 株式会社ベジ・ワン北杜   

78 山梨県 株式会社村上農園 山梨北杜生産センター 

79 山梨県 株式会社明野九州屋ファーム   

80 山梨県 小池ベビーリーフ菜園株式会社   

81 山梨県 日通ファーム株式会社   

82 山梨県 飛島建設株式会社 ドームファーム北杜 

83 長野県 GOKO カメラ株式会社 GOKO とまとむら 

84 長野県 オリックス八ヶ岳農園株式会社   

85 長野県 株式会社エア・ウォーター農園 安曇野菜園 

86 長野県 株式会社サンファーム軽井沢   

87 長野県 株式会社須藤物産   

88 長野県 住化ファーム長野 中野営業所   
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

89 岐阜県 株式会社サラダコスモ 中津川サラダ農園 

90 岐阜県 株式会社東海環境ディベロップ フラップハウス 水耕栽培 

91 岐阜県 中部アグリ株式会社 Ｖファーム海津 

92 岐阜県 野田農産株式会社   

93 静岡県 ベルファーム株式会社   

94 静岡県 株式会社サンファーム富士小山 次世代施設園芸富士小山拠点 

95 静岡県 農事組合法人大久保園芸   

96 静岡県 有限会社柏原農園   

97 愛知県 イノチオみらい株式会社   

98 愛知県 株式会社プロトコーポレーション  Toma ROSSO TOGO FARM 

99 愛知県 株式会社豊田サンライズファーム   

100 愛知県 農事組合法人アグリパーク南陽   

101 三重県 うれし野アグリ株式会社 太陽光型ハウス 

102 三重県 株式会社アグリッド   

103 三重県 
株式会社住化ファーム三重 

（有限会社三重リーフ） 
  

104 三重県 株式会社浅井農園   

105 三重県 東海運株式会社 AZUMA FARM 三重 

106 滋賀県 株式会社アグテコ   

107 滋賀県 株式会社青友農産   

108 滋賀県 浅小井農園株式会社   

109 兵庫県 やぶファーム株式会社 やぶファーム 

110 兵庫県 株式会社トーヨー養父農業生産法人 植物工場 

111 兵庫県 株式会社兵庫ネクストファーム 次世代施設園芸兵庫県拠点 

112 奈良県 近畿不動産株式会社 近鉄ふぁーむ花吉野 

113 鳥取県 株式会社Ａ＆Ｅ 倉吉水耕栽培施設 

114 島根県 JA いずもアグリ開発株式会社 
出雲やさい親話ファーム 

「出雲 vege」 

115 岡山県 株式会社コープファームおかやま   

116 岡山県 株式会社サラ   

117 広島県 世羅菜園株式会社 本社農場 

118 広島県 有限会社グリーンファーム沖美   

119 山口県 株式会社内日アグリ   

120 山口県 有限会社アグリセゾン   

121 徳島県 Ｔファームいしい株式会社   

122 徳島県 あなんトマトファクトリー株式会社   

123 徳島県 株式会社カネイファーム   

124 徳島県 株式会社トマトパーク徳島   

125 徳島県 有限会社樫山農園   

126 愛媛県 ベルグアース株式会社 太陽光型植物工場 

127 愛媛県 有限会社ＣＢＣ予子林   

128 高知県 
JA 高知県出資農業生産法人 

株式会社南国スタイル 
次世代ハウス 

129 高知県 株式会社イチネン高知日高村農園   

130 高知県 株式会社ベストグロウ   

131 高知県 有限会社四万十みはら菜園 四万十農場 
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

132 高知県 有限会社四万十みはら菜園 三原本社 

133 福岡県 グリーンラボ株式会社 善導寺ファーム 

134 福岡県 響灘菜園株式会社   

135 佐賀県 グリーンラボ株式会社 佐賀市ファーム 

136 佐賀県 全国農業協同組合連合会 ゆめファーム全農 SAGA 

137 長崎県 愛菜ファーム株式会社   

138 熊本県 有限会社阿蘇健康農園   

139 大分県 株式会社 タカヒコアグロビジネス 愛彩ファーム九重 

140 大分県 株式会社 安心院オーガニックファーム   

141 大分県 株式会社アクトいちごファーム   

142 大分県 株式会社ビヘクトファーム   

143 大分県 株式会社リッチフィールド由布   

144 大分県 株式会社奥松農園くにさき   

145 大分県 
株式会社九設ふる里めぐみファーム 

国東支店 
  

146 大分県 株式会社住化ファームおおいた   

147 大分県 株式会社大分和郷   

148 大分県 有限会社育葉産業   

149 宮崎県 ＪＲ九州ファーム株式会社   

150 宮崎県 株式会社ひむか野菜光房   

151 宮崎県 株式会社宮崎なかむら農園   

152 宮崎県 有限会社ジェイエイファームみやざき 次世代施設園芸団地 

153 沖縄県 株式会社沖縄村上農園 大宜味生産センター 

154 沖縄県 株式会社美らイチゴ   

注：上記施設のほかに、実態調査施設の立地場所、プラント名称、実施事業者名の掲載に承

諾が得られなかった施設が 16箇所ある。 
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◆太陽光・人工光併用型植物工場 

No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

1 北海道 ほしばふぁーむ   

2 北海道 株式会社北海道サラダパプリカ   

3 岩手県 株式会社リアスターファーム   

4 福島県 株式会社ネクサスファームおおくま   

5 茨城県 JFE ライフ株式会社 土浦グリーンハウス 

6 栃木県 全国農業協同組合連合会 栃木県本部   

7 埼玉県 第一実業株式会社 毛呂山植物工場 

8 千葉県 株式会社プランツファクトリーインザイ   

9 新潟県 株式会社グリーンズプラント中越   

10 新潟県 株式会社妙高ガーデン   

11 新潟県 農事組合法人えちご魚沼   

12 新潟県 有限会社グリーンズプラント巻 角田浜農場 

13 富山県 株式会社富山環境整備 次世代施設園芸富山拠点 

14 長野県 農業生産法人こもろ布引いちご園株式会社   

15 岐阜県 有限会社フローラシマベ   

16 静岡県 テングリーンファクトリー   

17 静岡県 株式会社浜松ホトアグリ   

18 愛知県 JA あいち経済連 苗生産センター 

19 愛知県 豊川洋蘭園   

20 三重県 うれし野アグリ株式会社 LED 併用型ハウス 

21 滋賀県 クニエダ株式会社   

22 兵庫県 JFE ライフ株式会社 三田グリーンハウス 

23 広島県 イノチオフローラ株式会社   

24 広島県 神田バラ園   

25 愛媛県 株式会社石川興産 元気な野菜ファーム   

26 愛媛県 株式会社葉月   

27 福岡県 エスジーグリーンハウス株式会社   

28 福岡県 有限会社コスモファーム   

29 大分県 有限会社スウェデポニック久住 久住高原野菜工房 

30 沖縄県 伊是名村植物工場   

注：上記施設のほかに、実態調査施設の立地場所、プラント名称、実施事業者名の掲載に承

諾が得られなかった施設が 3箇所ある。 
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◆人工光型植物工場 

No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

1 北海道 株式会社土谷特殊農機具製作所  

2 北海道 社会福祉法人クピド・フェア コスモファーム岩見沢 

3 岩手県 軽米町役場 旧笹渡小中学校 植物工場 

4 宮城県 MIRAI 株式会社 多賀城グリーンルーム 

5 宮城県 セコム工業株式会社 セコムハイプラント 

6 宮城県 株式会社こしじ販売 レタス事業部   

7 宮城県 株式会社向陽アドバンス   

8 宮城県 六丁目農園   

9 秋田県 株式会社スクールファーム河辺   

10 秋田県 株式会社バイテックファーム鹿角   

11 秋田県 株式会社バイテックファーム大館   

12 山形県 遠藤商事株式会社 イーベジ・ファーム 

13 山形県 株式会社山形包徳 フレッシュファクトリー 

14 山形県 有限会社安全野菜工場   

15 福島県 JA 東西しらかわ みりょく満点やさいの家 

16 福島県 MGC ファーミックス株式会社   

17 福島県 
キユーピー株式会社 

グリーンファクトリーセンター 
ＴＳファーム白河 

18 福島県 ジャパンドームハウス株式会社 北幸式植物工場 

19 福島県 株式会社しらかわ五葉倶楽部   

20 福島県 磐栄アグリカルチャー株式会社   

21 福島県 富士通ホーム&オフィスサービス 会津若松 Akisai やさい工場 

22 茨城県 ＢＳ東日本テック株式会社 ハーブ工房 

23 茨城県 NPO 法人 歩実 植物工場 

24 茨城県 株式会社旭物産 小美玉工場 

25 茨城県 株式会社野菜工房 茨城那珂工場 

26 茨城県 昭和産業株式会社 鹿島第二工場内 植物工場 

27 栃木県 フタバ食品株式会社   

28 栃木県 株式会社グリーンスタッフ   

29 群馬県 株式会社大泉野菜工房 R･S ファーム 

30 群馬県 石川工業株式会社 愛菜課   

31 群馬県 特定非営利活動法人ソーシャルハウス   

32 埼玉県 プランツラボラトリー株式会社 プットファーム 

33 埼玉県 株式会社野菜工房 埼玉秩父工場 

34 埼玉県 合同会社 西友 店内植物工場 

35 埼玉県 農事組合法人ハイテック羽生   

36 埼玉県 有限会社平成クリーン野菜工場   

37 千葉県 MIRAI 株式会社 柏の葉グリーンルーム工場 
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

38 千葉県 コンフォートホテル成田 シェフの菜園レストラン 

39 千葉県 デリシャス・クック株式会社 習志野工場 

40 千葉県 株式会社壱番屋 千葉植物工場 

41 千葉県 農業法人 合同会社アグリード 君津植物工場 

42 千葉県 有限会社アーバンファーム 柏工場 

43 千葉県 有限会社アーバンファーム 野田工場 

44 東京都 エスペックミック株式会社 羽田ラボ 

45 東京都 サミット株式会社 店内栽培「インファーム」 

46 東京都 ヒューマンライフケア株式会社 水耕栽培 

47 東京都 学校法人玉川学園 玉川大学農学部 玉川大学サイテックファーム 

48 東京都 株式会社マリモ 御苑植物工場 

49 東京都 株式会社伊東屋   

50 東京都 株式会社紀ノ國屋 店内栽培「インファーム」 

51 東京都 京王電鉄株式会社 京王栽培研究所 

52 東京都 
就労継続支援 B 型事業所 

グリーンカフェ 
  

53 東京都 昭和飛行機工業株式会社   

54 東京都 東京地下鉄株式会社 メトロ野菜センター 

55 東京都 有限会社東京ドリーム   

56 神奈川県 Ｔ＆Ｎアグリ株式会社 鳥浜グリーンファーム 

57 神奈川県 プライムデリカ株式会社 
Sagamihara Vegetable Plant 

（相模原ベジタブルプラント） 

58 神奈川県 一般社団法人全国住環境改善事業協会 植物工場 

59 神奈川県 株式会社 Shune365   

60 神奈川県 株式会社アグリ王 新横浜 LED 菜園 

61 神奈川県 株式会社エネショウ   

62 神奈川県 株式会社キーストーンテクノロジー 馬車道 LED 菜園 

63 神奈川県 株式会社ビルドアート   

64 新潟県 RYOKI PLANT FACTORY 浦佐合同会社   

65 新潟県 いちごカンパニー株式会社   

66 新潟県 株式会社クリーンリード   

67 新潟県 株式会社データドック アクアポニックス長岡プラント 

68 新潟県 株式会社脇坂園芸 植物工場 

69 新潟県 清鋼材株式会社 清々ファーム 

70 新潟県 有限会社ビジョン・クエスト   

71 富山県 株式会社健菜堂 牛岳温泉植物工場 

72 富山県 三協立山株式会社 ツインリーフ・グリーンファクトリー 

73 富山県 東亞合成株式会社 高岡工場 植物工場 

74 富山県 北陸機材株式会社 スマイルリーフ  船橋工場 
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

75 富山県 北陸機材株式会社 スマイルリーフ 富山工場 

76 富山県 有限会社小竹商店 高岡植物工場 

77 石川県 アイティエムファーム株式会社   

78 石川県 あずまー植物工場株式会社 石川工場 

79 石川県 ビストロ・ウールー レストラン店舗内野菜栽培 

80 石川県 株式会社バイテックファーム七尾 七尾工場 

81 石川県 株式会社バイテックファーム七尾 中能登工場 

82 石川県 株式会社ミスズライフ能登工場    

83 石川県 株式会社メープルハウス 高柳店植物工場 

84 石川県 社会福祉法人南陽園 しあわせ食彩ゴッツォーネ 

85 福井県 アグリト株式会社 美浜 LAB 

86 福井県 グローアンドグロー株式会社 べジグー小浜植物工場 

87 福井県 タイヨー電子株式会社 植物工場 

88 福井県 株式会社 NOUMANN   

89 福井県 株式会社コスモサンファーム福井   

90 福井県 株式会社福井和郷 人工光利用型植物工場 

91 福井県 株式会社野菜工房 福井南越前工場 

92 福井県 社会福祉法人わかたけ共済部 アクアファーム植物工場 

93 福井県 菱熱工業株式会社 ビタミンファーム福井工場 

94 山梨県 ユニテック株式会社 ユニファーム 

95 長野県 株式会社オオノタ 安曇野三郷ハイテクファーム 

96 長野県 株式会社ストリーム 水耕栽培工場 

97 長野県 株式会社パスカル 植物工場 

98 長野県 株式会社徳永電気 グリーンリーフ信州 

99 岐阜県 あかりえ菜園 美濃   

100 岐阜県 株式会社奥飛騨ファーム 温泉暖房 LED 熱帯植物工場 

101 岐阜県 東海西濃運輸株式会社 コトノハフレッシュファーム 

102 静岡県 
楽天ソシオビジネス株式会社・磐田ファク

トリー 
  

103 静岡県 株式会社 NLM エカル   

104 静岡県 株式会社村上農園 大井川生産センター 

105 静岡県 
株式会社木田屋商店 小浜植物工場グ

リーンランド 
グリーンランド富士工場 

106 静岡県 彩菜生活合同会社 藤枝工場 

107 静岡県 小林クリエイト株式会社 アグリ事業部 富士ベジ工房 

108 静岡県 日清紡ホールディングス株式会社 藤枝事業所 

109 静岡県 有限会社新日邦 808FACTORY 

110 愛知県 豊田鉄工株式会社 アグリカルチャーＲ＆Ｄセンター 

111 三重県 植物工場 伊勢菜園   
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

112 京都府 株式会社 YASAI   

113 京都府 株式会社スプレッド テクノファームけいはんな 

114 京都府 株式会社スプレッド 亀岡プラント 

115 京都府 農事組合法人ハイテクファーム ハイテクファーム園部工場 

116 大阪府 まちなかファームくれは   

117 大阪府 株式会社みらくるグリーン   

118 大阪府 大阪堺植物工場株式会社   

119 大阪府 日本サブウェイ合同会社 野菜ラボグランフロント大阪店 

120 兵庫県 オリックス農業株式会社 養父レタス工場 

121 兵庫県 株式会社オーシャン iCube トレーニングセンター 

122 兵庫県 株式会社森久エンジニアリング 合同会社 MJV1 号 

123 兵庫県 株式会社平尾工務店 木心ファーム 

124 兵庫県 関西鉄工株式会社 植物工場 

125 兵庫県 阪神電気鉄道株式会社 阪神野菜試験栽培所 

126 兵庫県 日章興産株式会社 植物工場 

127 兵庫県 日本山村硝子株式会社 植物工場 

128 兵庫県 兵庫ナカバヤシ株式会社 関宮分工場内プラントセンター 

129 鳥取県 おしどり調剤薬局有限会社 スプラウト工場 

130 鳥取県 愛ファクトリー株式会社   

131 岡山県 Y&G.ディストリビューター株式会社 やさい蔵 

132 岡山県 旭テクノプラント株式会社   

133 岡山県 株式会社夢ファーム有漢   

134 岡山県 有限会社翔和 日なたぼっこ植物工場 

135 岡山県 両備ホールディングス株式会社 京山ソーラーグリーンパーク 

136 広島県 株式会社フューレック レストラン「ダマンマ」野菜蔵 

137 広島県 株式会社野菜工房たけはら   

138 山口県 RPG プラント株式会社 宇部植物工場 

139 山口県 株式会社ウベモク ウベモクファーム 

140 徳島県 オーゲツ株式会社 小松島工場 

141 徳島県 株式会社西渕スレート工業所   

142 徳島県 株式会社那賀ベジタブル    

143 徳島県 技の館 植物工場 

144 徳島県 日清紡ホールディングス株式会社 徳島事業所 いちご工場 

145 徳島県 有限会社徳島シードリング   

146 香川県 カトーレック株式会社 スマートアグリ事業 

147 香川県 四国計測工業株式会社 さぬき野菜工房 

148 愛媛県 ベルグアース株式会社 人工光型植物工場 

149 福岡県 株式会社オーレック 植物工場 
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No. 都道府県 実施事業者 プラント名称 

150 福岡県 株式会社ハコブネ 未来農業ラボ 895 

151 佐賀県 やさい工房 あんスリー武雄   

152 佐賀県 元気村ヴィレッジファーム   

153 佐賀県 社会福祉法人かささぎ福祉会 スマートアグリかささぎ 

154 長崎県 株式会社庄屋フードシステム 
レストラン「マルゲリータ」植物工

場 

155 長崎県 社会福祉法人蓮華園 波佐見授産場  

156 熊本県 株式会社クリエイト光 
ひかりっこ工房、 

屋久島アグリ―みらい 

157 熊本県 有限会社中川産業 健康野菜村 

158 大分県 九州ジージーシー株式会社 大分日田工場 

159 鹿児島県 バイテックファーム薩摩川内   

160 鹿児島県 株式会社ベジタブルランド鹿児島   

161 鹿児島県 日本ガス株式会社 植物工場 

162 沖縄県 沖縄セルラーアグリ＆マルシェ株式会社 大宜味ファーム 

163 沖縄県 株式会社ＪＣＣ 植物工場 

164 沖縄県 株式会社インターナショナリー・ローカル 糸満工場 

165 沖縄県 株式会社インターナショナリー・ローカル イオンライカム植物工場 

166 沖縄県 株式会社エスペレ 
ソーシャルサポート・エスペレ 

（植物工場） 

167 沖縄県 株式会社沖縄計測リサイクル事業部 アグリ事業 

168 沖縄県 社会福祉法人そてつの会 ドリームファームそてつの風 

169 沖縄県 中城デージファーム   

170 沖縄県 特定非営利活動法人初穂 野菜工房 

171 沖縄県 南大東村役場産業課 植物工場 

172 沖縄県 有限会社黒島組  石垣島やさい工場 

173 沖縄県 有限会社神谷産業 植物工場 

注：上記施設のほかに、実態調査施設の立地場所、プラント名称、実施事業者名の掲載に承

諾が得られなかった施設が 14箇所ある。  
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４．先進事例調査 
 

当調査は、スマートグリーンハウスの展開促進に向け、先端技術を導入して生産性向上や

収益向上を図る事業者やその活動を支援する地方公共団体に話を聞き、優良事例として整理

した。ヒアリング先の選定においては、「栽培技術・生産工程管理」、「労務管理・組織管理」

等の側面から取り組んでいる工夫、及びそれによっていかにして生産性向上・経営効率化を

図っているかを整理した。 

また、昨年度と同様、施設園芸の地域展開に関する行政の取り組みとして、2つの県を対象

に、今後の施設園芸振興に向けた施策方針などを調査した。 

なお、調査先とその選定理由は以下の通りである。 

 

図表 52 調査先一覧（民間事業者） 

事業者名 所在地 施設 主な品目 選定理由・特徴 

GRA 宮城県 
亘理郡山
元町 

太陽光型 イチゴ 環境制御や肥培管理システムの導入より、
生産性向上、周年栽培化に取り組む。加工
品製造など 6 次産業化にも積極的。 

森田洋蘭園 埼玉県 
川越市 

太陽光型 胡蝶蘭 50a のハウスで年間 12 万株を生産。メー
カーと協力して独自の環境制御システム
を開発。 

ウーマンメイク 大分県 
国東市 

太陽光型 リーフレ

タス 
30a のハウスでリーフレタスを 60t/年生産。
規模拡大に伴う運搬自動化を推進中。 

 

図表 53 調査先一覧（地方公共団体） 

自治体名 選定理由・特徴 

宮城県 品目別のモデル事業者のスマート化とデータ活用による生産性向上を図り、県を中心

としたコンソーシアムにより、その結果を地域に横展開している。 

高知県 大規模施設園芸のノウハウを中規模でも展開すべく、地域内外の大学や研究機関と生

育データの活用に関する実証を行い、地域独自のデータ駆動型農業の確立を図るとと

もに、それに係る機器設備開発、その県外への展開など周辺産業への波及も狙う。 
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４．１．民間事業者 
① 株式会社 GRA：宮城県亘理郡山元町 
 
（１）基本情報 
創業年 2012 年 

栽培品目、施設面積 
品目： とちおとめ、もういっこ、よつぼし、ハナミガキ、にこにこベリー、すずあかね 
施設面積：3 ヘクタール（10 棟程度） 

その他面積 － 
雇用者数 正社員：25 名、パート職員：約 60 名登録（1 日稼働人数は 20～25 名） 

主な導入設備・システム 

・ネポン社製システム（アグリネット含む）、ホーヘンドールン社製システム、富士通
UECS 
・アグリノート（ウォーターセル株式会社） 
・Google スプレッドシート 
・LINE 

生産実績 年間 150 トン 
 

 

出所︓GRA 提供 

 
写真︓外観全体（上）、外壁のロゴ（下） 

様々なデータを活用し生産～販売の改善を図りながら、独自のマーケティング戦略を実現 
＜株式会社 GRA：宮城県亘理郡山元町＞ 
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（２）事業の経緯 
① 創業～規模拡大～現在 

東日本大震災で被災した宮城県亘理郡山元町にて、先端施設園芸を軸とした地域活性化を目的に、
2012 年に設立。当初は、30 アールのハウスを構え、4 人の社員、3～5 名のパート職員による体制でス
タートした。高度環境制御などの設備を導入し生産性を高めるとともに、「ミガキイチゴ」と称して品種開発
から生産・加工・販売（小売・外食）までを通じたブランディングを行い、付加価値の高いいちご生産・販
売を行ってきた。 

生産～販売まで自社で一貫して取り組んでいるため、人件費を含めた固定費の割合が高く、規模拡大
にも継続して取り組んできた（2021 年現在では圃場面積は 3 ヘクタール）。その際、規模拡大の過程
で苦労したことは、資金調達と人員の確保であり、様々な工夫・試行錯誤を繰り返してきた。資金調達に
関しては、様々なチャネルからの調達を模索し、産業革新機構、NEC ベンチャーキャピタル、JA 三井リース
系など、多様な金融機関等の出資を受け入れた。人材確保に関しては、震災を機に山元町の町内人口
が大きく減少した中で、募集先のエリアを広げ、仙台市を含め近隣の市町村からパート従業員を雇用して
いる。 
 

 
出所︓GRA 提供 

 
② 販売戦略 

 GRA のいちご生産・販売におけるマーケティング戦略は、ターゲットを関東圏／大都市圏の 20～40 代
女性とした、多様なチャネルを通じた高付加価値な商品の提供である。マーケティング自体は、創業当初
から、元々の企業母体である NPO 法人 GRA において、マーケティングに明るいメンバーが中心となって策
定してきた。 

 
写真︓内観 
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 年間生産量 150 トンの販売先は、3 割程度が観光向け（いちご狩り）、3～4 割が首都圏の百貨
店・スーパーでの販売向け、1～1.5 割が EC サイト（楽天やヤフーショッピング等）経由での販売向け、
残りが市場出荷、という構成となっている。現在は、新型コロナ感染症拡大の影響による観光需要の減少
も踏まえ、自社 EC を現在構築・拡大していこうとしている。 
 
（３）スマート化の取組 
① 環境制御システム 

環境制御システムとして、ネポン社製システム（「アグリネット」を含む）、ホーヘンドールン社製システム、
富士通 UECS を導入している。ハウス約 10 棟に、上記システムをそれぞれ導入している。なお、ホーヘンド
ールン社製システム、富士通 UECS については、国の実証プロジェクトを契機として導入したものである。 

基本的な活用目的は、環境データを計測・可視化し、データに基づき圃場管理を自動化することである。
計測・活用しているデータは、温湿度や CO2 濃度、日射量等である。 

温湿度等ハウス内の環境に関する各指標について、過去の実績データ等を踏まえながら目標値を設定、
それを実現するための自動制御を設定しており、実績値と目標値とを照らし合わせながら、日次・週次の
栽培管理に関する PDCA サイクルを回している。このように客観的な指標に基づきながら、複数のメンバー
で栽培管理方法について改善を図っていくことができる点がメリットの一つである。 

また、GRA としては、地域振興の観点から新規就農者の指導にも取り組んでいるが、その際客観的な
数字に基づきながら指導を行うことができるので、農業に関して知見が少ない人とでもコミュニケーションがと
りやすいという点もメリットとして挙げられる。 

今後は蓄積したデータを基に、栽培管理をよりマニュアル化していきつつ、AI 等を導入したデータ管理に
も取り組んでいきたいと考えている。 

 
出所︓GRA 提供 

 
写真︓データ管理画面 
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② 作業管理記録システム 

個々の従業員の作業実績の記録・管理のためのツールとして、「アグリノート」（ウォーターセル株式会社）
も活用している。圃場ごと、従業員ごとの作業内容及び作業時間を記録したり、農薬の散布履歴を記録
したりしている。同社はグローバル GAP を取得しており、そのための記録帳票の作成にも活用している。 

同社では、圃場内作業におけるパート従業員等の人配置に関して、栽培担当者（社員）同士の週
次の会議で協議・決定したうえで、パート従業員への指示出しを行っているが、人員配置の協議の際に、
従業員ごとの作業工数実績のデータを参照し、適切な人員配置に活用している。 
 
③ その他データ記録・共有ツール 

環境データ等、センサーによって計測・記録しているデータ以外に、病害虫発生履歴や、養液管理デー
タ（濃度等）、植物体の生育調査データ（植物体の高さ等）も、作業担当者が Google スプレッドシー
ト上で記録・共有し、栽培管理における PDCA サイクルの中で活用したりしている。その他、社員同士のコ
ミュニケーションに LINE を活用し円滑化を図っている。 
 
（４）栽培・経営における工夫 

栽培管理においては、作業計画の立案とそれに従った実行、また個々の従業員レベルでのコスト意識の
徹底に力を入れている。作業計画立案については、年間計画を毎年立てつつ、月次・週次ベースで進捗
確認・レビューを行いながら PDCA サイクルを回している。また、コスト意識に関しても、個々の社員が持続
的に維持できるように、各社員自らが担う役割と責任の自覚を促すよう日頃からコミュニケーションを図って
いる。 

また、社員・パート従業員の人材育成に関しては、特に栽培面に関してサポート教育体制を敷いており、
社として持っている栽培ノウハウや考え方を、チームとしてなるべく密に共有するようにしている。その際に、蓄
積しているデータを基に議論するような体制を構築しており、お互いにずれのない共有の言語で認識を揃え
ながら、科学的な営農を目指している。 

また、栽培方法についても日々改善を図っており、社内にラボチームを設置して、生産性向上に向けた
資材・肥料の有効活用に関する栽培実証を、圃場内の区画で取り組んでいる。 
 

（５）今後に向けて 
今後も、継続して雇用拡大を加速し、地域産業として根付かせていきたいと考えている。自社の拡大だ

けではなく、GRA で培ったノウハウを基に、新規就農者への展開もより加速していきたいと考えている。 
また、直近では、新型コロナ感染症拡大に伴う観光事業（いちご狩り等）へのダメージが大きいため、

自社 EC 等も含めた販売チャネルの拡大（BtoB から BtoC の強化へ）にも取り組んでいきたいと考えて
いる。 

自社 EC サイトでは、デジタルマーケティングの手法を生かしながら、BtoC の新規商品開発等に取り組
んでいきたいとしている。具体的には、グループ会社の株式会社いいねが都内で展開している、ミガキイチゴ
を提供しているカフェ「いちびこ」をチャネルとして、年間 50 万～60 万人いるとされているカフェ来店者の顧
客データを取得・活用しながら、EC サイトとの連動（販促イベントへの誘導や、共通クーポンの導入等）
を図る予定である。 
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②有限会社森田洋蘭園：埼玉県川越市 
 
 
（１）基本情報 
創業年 1971 年 

栽培品目、施設面積 

品目：胡蝶蘭、カトレヤ（鉢花及び切花） 
施設面積： 

約 56 アール（1700 坪） 
その他面積 － 
雇用者数 正社員：5 名、パート職員：約 50 名 

主な導入設備・システム 

環境制御システム：グリーンキット（アズビル社（旧 ESD 社））、温調み
つばち（ITBOOK テクノロジー社（旧データテクノロ
ジー社）） 

経理システム：フルーレ（オーキッドシステム社） 
販売管理システム：WEB 受注システム（自社開発） 
配達管理システム：お手持ち配送システム（自社開発） 

生産実績 年間 12 万株（1 万鉢以上） 
 

 

  
写真︓ハウス外観 

 

 
写真︓従業員集合写真（手前右が森田康雄会長、左が森田健一郎代表取締役） 

様々な ICT ツールを活用し、生産～販売までの生産者主体のサプライチェーンを構築 
＜有限会社森田洋蘭園：埼玉県川越市＞ 
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（２）事業の経緯 
有限会社森田洋蘭園（代表取締役︓森田健一郎氏）の創業は 1971 年で、現在は会長である森

田康雄氏が、当時 30 坪（約 1 アール）の圃場を構え、洋蘭の生産を始めた。限られた農地で栽培で
き、通年出荷できるため、ある程度収益性が見込まれることから、カトレアと胡蝶蘭を栽培することにした。
創業当時は国内で洋蘭がまだそこまで親しまれていなかった時代であったが、高度経済成長期に合わせて
花でも高級品が求められ始めていた。出荷先は主に都内の卸売市場であり、自社で育種をし、生産技術
を磨きながら、徐々に出荷を増やしていった。 

 
市場出荷を行うにあたって、卸売価格等の市況情報の把握や、伝票管理を、なるべくシステム化したい

というニーズがあった。市場出荷の場合、市場での販売方式（競りや予約相対等）や、値付けや売掛の
流れに合わせて、各種送り状や請求書のフォーマットや作成順序が市場特有のものとなるため、自社で販
売管理のソフトウェアの開発に乗り出すことになる。（詳細は後述） 

生産管理や販売管理におけるシステムの開発・導入や、高い技術に基づく育種、圃場の新設による規
模拡大（ハウス 10 棟で 56 アール）等、様々な工夫をしながら生産性向上に取り組んできたが、2000
年代以降、徐々に胡蝶蘭の需要が縮小し始める。森田洋蘭園では、従来の市場出荷から、街の花き販
売店と代理店契約を締結し、代理店経由での消費者向けネット販売を始める。販売自体は、代理店の
もつ通販の WEB サイト場で行われ、商品自体は森田洋蘭園から購買者に直接配達される形式をとって
いる。（詳細は後述） 

現在は、代理店経由のネット販売が約 4～5 割程度、都内や近隣の花き販売店への販売（BtoB）
が約 3 割、市場出荷が約 2 割程度と、出荷先を分散させながら、洋蘭の生産・販売を続けている。 

 

 
写真︓創業時の様子（森田康雄氏ご家族） 

  
写真︓ハウス内観 
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